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《 2013 年総会 盛大に開催！ 「暁」創刊 》 

今年も、例年通り 11 月 3 日に、昨年に引き続き理工キャンパスの生協を会場に総会が開催された。  

昨年同様、６３名の参加があり、場所を高田馬場に移した２次会にも半数以上が参加して、大いに盛り上

がった。特に、今年は、現役の数が増えたこと、碧水会ＲＣの活動が活発になったことで、懇親会での活動報

告も内容が豊富となり、現役・ＯＢが入り乱れての交流も活発に行うことができた。  

また、最近、年１号しか発行されていなかった機関誌「稲雲」を、確実に年間２号発行する広報委員会の方

針から、より一層の情報収集と発信のために、第２機関誌の発行が企画され、この度、その第１号が発行さ

れることになった。部として初めて購入したフォアである「稲雲」から名付けられ、第３７号まで発行された第１

機関誌に対し、1970～1990 年代に活躍し木肌の美しかった「暁」の名前を付けた電子版とすることになり、年

２号の「稲雲」の間を埋めるべく、２ヶ月に１号、年間４号の発行を予定している。電子版故、ページ数に制限

はないので、会員諸氏からの投稿は大歓迎である。     ＜編集者：小寺浩二・編集責任者：吉田新一＞ 

 

 

 

      広報委員長 吉田 新一（69 年卒） 

 長年、総会でも役員会でも、広報活動の充実が求

められてきましたが、昨年新体制となった広報委員

会メンバーによって議論を行い、新たな試みを行う

こととなりました。その一つは、すでに皆さんに総

会案内とともにお送りした機関誌「稲雲」のカラー

化で、会員諸氏のご協力により、今までの白黒印刷

経費よりも安くカラー印刷化を実現することができ

ました。今後、稲雲は、２月と１０月の年２号発行

し、皆さんにお送りする予定です。さらに、斬新な

試みが、電子版機関誌「暁」の発行で、「稲雲」の間

を埋めるべく、４、６、８、１２月に発行したいと

考えています。そこには、理工漕艇部現役ならびに

０Ｂ会会員の活動報告、今後の行事予定など様々な

情報等を掲載し、HP よりも見やすい形の紙面でお送

りします。そのためには、会員諸氏のご協力が必要

です。自由な投稿や写真をお待ちしております。 

委員会への連絡：hekisuikai-koho@freeml.com 

 

 

     総務委員長 小泉 正巳（72 年卒） 

  会場を、理工キャンパスに戻して２年目。昔のよ

うに、早稲田祭・理工展でにぎわうキャンパスでの

総会が、昨年以上の盛り上がりで開催された。 

  総会では、例年通り、活動・会計の報告と計画が

示され、滞りなく了承されたが、活発な質疑応答も

繰り返された。特に、2013年度の余剰金が大きかっ

た点と、2014年度の予算規模が大きくなり、会費増

収を前提にしている点などについて質問が集中した

が、役員会の説明により、理解が得られ了承された。 

 懇親会では、２０名以上の現役によって、活動報

告が行われ、OBとの交流も深まった。 

日時：２０１３年１１月３日（日）午後３時～６時 

場所：早稲田大学理工キャンパス 地下生協食堂 

内容：1) 2013年度活動報告 2) 2013年度会計報告 

   3) 2014年度活動計画 4) 2014年度予算 

   5) その他     6)懇親会

 
＜総勢６３名で盛大に開催された総会・懇親会＞ 

「暁」（電子版）創刊について 2013 年総会報告 ＜速報＞ 

mailto:hekisuikai-koho@freeml.com


「暁」 早稲田大学理工漕艇部OB会 第２機関誌（電子版）NO.1 ＜2013年 12月号＞ 2013.12.22          

会誌の内容および画像は、早稲田大学理工漕艇部ＯＢ会および著作者本人に著作権があり、無断での転載をお断りします。 

2 

 

 

 

催事副委員長 中平 法生（82 年卒） 

木々が色づき始めた山々と水面のコントラストが

美しい宮ヶ瀬湖で、11月 17日（日）、その名も「紅

葉レガッタ」が開催され、碧水会ＲＣは、４種目に

エントリーした。レース後は、相模川河原のキャン

プ場に移動して「芋煮会」。大いに盛り上がった。 

日時：2013年 11月 17日（日）午前９時～ 

場所：宮ヶ瀬湖漕艇場 

１） エイト：1:52.49(1:43.49)予選 11/15 

２） クオード：2:03.10(1:51.35)決勝 4/7 

３） ナックル：2:35.74(2:21.29)予選 8/11 

４） ダブルスカル：2:12.33(2:01.83)決勝 6/12 

 

＜総勢 15名が参加＞ 

 

＜決勝で惜しくも４位のクオード＞ 

 

＜吉田さん発案の芋煮会は大好評＞ 

 

 

 

 催事副委員長 高橋 康夫（72 年卒） 

11月 23日（土）、荒川に設定された 5.4kmのコー

スで、第８回目のヘッドオブアラが開催された。今

まで、現役は参加したことがあり、ＯＢでもパルテ

や団塊号での参加はあったものの、碧水会としては、

今年初めて、シングルスカル１艇が出漕した。結果

は、常連クルーには大きく引き離されたものの、今

後に期待できる漕ぎであった。（参加 74クルー） 

日時：2013年 11月 23日（土）午後１時～ 

場所：荒川（外環橋～戸田橋上、5.4km） 

タイム：シングルスカル（小寺）２７分３６秒 

        フォア（現役） ２１分１９秒 

 

＜７４艇もが続々と集結＞ 

 

＜力漕？する様子＞ 

 

＜大会運営に協力した支援要員＞ 

第８回ヘッドオブアラ報告 宮ヶ瀬紅葉レガッタ報告 



「暁」 早稲田大学理工漕艇部OB会 第２機関誌（電子版）NO.1 ＜2013年 12月号＞ 2013.12.22 

     
3 

 

 

 

催事委員 高島 洋一(77 年卒) 

絶好のボート日和の中、7kmもの距離を漕ぐロン

グレースである横浜ボートマラソンが開催され、昨

年に引き続いてのエイトと、ダブルワークが４人中

３人のクオードでエントリーし、昨年以上の結果を

残し、多くのオアズパーソンと交流した。 

日時：2013年 12月１日（日）午前９時～ 

 場所：鶴見川漕艇場  出漕：７４クルー 

【エイト】 50～60才未満 28分 50秒 ５位／９杯 

【クオド】 50～60才未満 31分 08秒 ２位／３杯 

  エイトは、昨年よりも４６秒いいタイムながら、

1位の稲門ミドルとは 2分 24秒差で、発艇が連続し

ており、残り 1000m 付近で追い抜かれてしまった。 

  クオドは、昨年の他のクルーと比べると、いいタ

イムだったが、1位の君津 BCとは 1分 50秒差。 

いずれも、レース前の想定タイムよりも３０程悪

い程度で、まずまずのタイムながら、60～70才未満

の 1位が 26分 24秒（稲門より 2秒速い）70～80才

未満の 2位でも 28分 43秒という記録で、我々碧水

会ＲＣもまだまだ進歩の余地はありそうである。  

 
＜参加者の一部＞ 

 

＜鶴見駅前で打上＞ 

 

＜クオード：吉田・荒川・林・野村・小寺＞ 

急遽、当日、シートチェンジ。レート 24～26 で

漕いだが、ふくらはぎがつりそうに。艇速の目標は、

２分 10秒だったものの、上りは風もあって 25秒程

度。下りでは 10秒を維持できた。 

 

<ｴｲﾄ:吉田/土屋/小林/野村/芦澤/小寺/高島/高橋/中平> 

レートは、25～27。稲門ミドルに抜かれた後のロ

ングスパートでは追いつきそうに。ラストの艇速は、

１分 57秒/500m 

 
＜漕ぎ終わって・・まだ余裕あり？＞ 

 

＜それぞれの認定証＞ 

横浜ボートマラソン報告 



「暁」 早稲田大学理工漕艇部OB会 第２機関誌（電子版）NO.1 ＜2013年 12月号＞ 2013.12.22          

会誌の内容および画像は、早稲田大学理工漕艇部ＯＢ会および著作者本人に著作権があり、無断での転載をお断りします。 

4 

 

 

 

基幹理工学部 1 年  中野 大輝 

OB、OG の皆様、日頃より現役に対する多大なる

ご支援感謝いたします。この秋、現役新人クルーは

小艇にわかれ、相模湖レガッタ、全日本新人選手権

に出場しました。結果を報告したいと思います。 

 4 月に入学した 1 年生は 8 月、戸田で行われた新人

合宿を経て、9 月から相模湖、戸田で本格的な合宿

に入り、目標を各々相模湖レガッタ、あるいは全日

本新人選手権に定め乗艇、陸トレに励んできました。

今回出場した 1年生でなんとボート経験者はゼロ！ 

何度も沈しながらの成長でした。 

【 相模湖レガッタ(10 月 19、20 日@相模湖) 】 

＜M1x＞・片山(1) 予選 4.56.75(5) 敗復 4.33.03(3) 

・中野(1) 予選 4.35.14(4) 敗復 4.30.00(1) 準決勝

4.46.81(4) ＜ M2x ＞・真島 (3) 、加瀬 (1) 予選

3.55.17(3) 敗復 3.57.27(1) 準決勝 4.17.90(4) 

・児玉(3)、佐藤(1) 予選 3.56.57(2) 準決勝 4.12.64(2) 

決勝 3.57.99(6) ＜W2x＞サラ (2)、岩下 (1) 予選

4.29.90(1) 決勝 4.21.62(3) 

上級生の力を借りながらの 1 年生初レースとなり

ました。冷たい雤の中のレースでしたが各クルー全

力を出しきることができたと思います。特に女子の

ダブルは優勝クルーと約 1 秒差の 3 位と健闘したと

思います。岩下は高校まで運動部経験なしというの

で驚きです。また、レースの後では OB の方々との

打ち上げが行われ、OB の方々と交流、様々なお話

を伺うことができました。ありがとうございました。 

【 全日本新人選手権(10月 25、26、27日@戸田) 】 

＜M1x＞・中野(1) 予選 8.19.40(2) 敗復 8.28.91(4) 

全日本選手権大会は 1 年生中野(僕ですね)のみの

出場となりました。エントリーの段階では武田コー

チから審判艇に追い抜かされると脅かされていまし

たが(笑)、なんとかレースの形になりました。初め

ての戸田での 2000m レースは想像以上にきつかっ

たですが、とても楽しかったです。来年は 3 日目を

目指します。 

  たくさんの仲間に恵まれた今年の一年生。今回レ

ースに出なかったクルー、出たクルー、そしてマネ

ージャー全員で春の早慶レガッタ、そしてその先の

インカレに向けて練習に励みます。変わらぬご支援、

ご声援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

法学部 1 年 谷口 友美 

OB・OG の皆様、日ごろのご支援に対し重ねて御

礼申し上げます。ここでは、理工漕艇部の最近の活

動報告をしていきたいと思います。 

 さて、11月 3日に OB 総会が開催された日と、そ

の前日の 11月 2日、西早稲田キャンパスにて理工展

が開催され、1 年生を中心に理工漕艇部は、棒状の

ドーナツのようなチュロスを販売しました。 

理工展までに度々合宿所に集まり、チュロスを入

れる袋やチュロスにまぶす粉をつくるなど当日に備

えて準備を進めていきました。 

そして当日になり、2日間合わせて、用意した 600

本すべてのチュロスを売り上げることが出来まし

た。購入して下さったすべての方に感謝します。 

理工展において中心となって活躍してくれた佐藤

に 1番大変だったことを訊いたところ、「チュロスが

どのくらい売れるのか予想がつかず、仕入れ量の調

整がうまく出来なかったこと」だそうです。 

チュロスの屋台の隣にエルゴマシーンを設置し、体

験された方にはホットチョコレートを配布するサー

ビスも行い、先輩方のご協力もあって、たくさんの

小さいお子さんにエルゴマシーンを体験していた

だきました。エルゴマシーンに触れてボートを身近

に感じてもらえたら嬉しい限りです。 

 現在は理工漕艇部では 12月 15日開催の味スタ駅

伝に備えて、毎週西早稲田キャンパス付近を走って

います。良い結果が出るよう祈っております。 

 理工漕艇部の部員一丸となって、活動が活発に盛

りあがるよう頑張っていきます。OB・OG の皆様に

暖かく見守っていただければ幸いです。 

 

 

秋の新人戦報告 現役活動報告 



「暁」 早稲田大学理工漕艇部OB会 第２機関誌（電子版）NO.1 ＜2013年 12月号＞ 2013.12.22 

     
5 

 

 

 

現在、理工ボート部の広報委員を拝命して、お役

に立っているかどうか判りませんが参画しておりま

す。中々ご指名いただけずに寄稿の順番が回ってき

ませんので、広報委員という職権を濫用して、たわ

いのない話を自己指名で寄稿させていただきます。 

まず、私が理工ボート部に入部した(させられ

た？)いきさつは、思い起こせば 35 年前、早大理工

学部の入試合格発表(当時は、こんなイベントがあり

掲示板に受験番号を貼り出していました)を理工キ

ャンパスに見に行った時の事です。79 年卒のとある

先輩(神奈川県立 K 望ヶ丘高校卒の”H 本先輩”)に

勧誘されたのが運のつきでした。私は、神奈川県立

A つ木高校卒なのですが、実はその 2 年前に H 本先

輩(当時野球部)の母校と、夏の高校野球の神奈川県

予選で対戦しており、その時に母校の応援に行って

いた私は、スタンドから”H 本先輩”をヤジりとば

していた記憶が鮮明に蘇ってしまいました。そんな

いきさつがあり、合格発表の日に H 本先輩から「入

部しないか？」と誘われた私は、「No」と言えず軽

いノリで理工ボート部に入部してしまいました。 

当時は、シャイな 18 歳の小僧でしたので。 

 1 年生の時は、5 月の潮来合宿、夏の三瀬谷合宿、

相模湖レガッタに続き 11 月の全日本ジュニア選手

権(新人戦)に 1 年生フォアクルーで出漕しました。

潮来合宿で酔っ払ってトイレの個室に籠城し、内側

から鍵をかけたままドアをよじ登って脱出したのは、

今井です。その節は、同期生、先輩方々に大変ご迷

惑をお掛け致しました。もう、時効ですよね？当時

は、陸トレ＋乗艇トレーニング共に練習嫌いな時分

であったこと、今は、深く反省しております。 

2 年生の時は乗艇せず、3 年生になって艇に復帰

し、迎え入れてくださった同期生、先輩、後輩の方々

の温かさに大感謝でした。3 年時は、夏のインカレ

目指して対抗フォアに乗艇させていただきましたが、

春先から夏の終わりまでの長期合宿(戸田国立共同

艇庫にて)を経験し、戸田で一番速いフォアになるこ

とを夢見ていました。結果は、残念ながらインカレ

決勝 3 位、全日本選手権決勝 4 位だったと思います

が、自他共に認める練習嫌いの今井としては、この

時期は人生の中で一番真面目に練習に取り組んでい

たと思います。因みに私はコックスでしたので、大

した練習はしなかったのですが、体重をリミット(当

時は 50Kg 以上)ギリギリに合わせようと努力しま

した。レース前夜の計量で 50Kg の天秤ばかりが下

がった時には、冷や汗ものでした。計量前に 2 リッ

ターの水分を補給して、夏なのに上着を 5 枚着込み、

工具をポケットに色々と詰め込んで臨んだ計量でし

たが・・重り無しでのインカレ出漕でした。所謂、

ズル？でしょうが、これも時効ですよね？レースで

は、ゴールしてから一本多く漕手にオールを引かせ

てから、イージーオールをコールするコックスで、

同期の”T 屋君”にいつも怒られていました。 

何か、現役時代の懺悔を披露している「リレー随

想」になってしまいました。皆様、ゴメンナサイ。

苦しくも？楽しい大学生活を理工ボート部のおかげ

で、エンジョイさせていただきました。そうこうし

て、無事？大学を卒業して 30 年が経った現在です

が、3 年程前から、キラーホエール(小樽商大 OB が

中心)というチームで、マスターズレガッタに出漕さ

せていただいております。きっかけは、先程の同期

の 81 年卒の”T 屋君”から「キラーホエールの舵

を引かないか？」と誘われたので、やはり軽いノリ

で「OK」してしまいました。 

今は毎週日曜日に、荒川(秋ヶ瀬往復)でエイト or

フォアの舵を引いています。練習嫌いな今井でした

が、今頃になって戸田で一番速いマスターズエイト

クルーを目指して、結構真面目に練習、レースに参

加しています。現役時代同様、相変わらずのコック

スですが。写真は、2010 年夏の堀切遠漕のものと、

秋のワセダレガッタのものです。（現在は中国在住） 

次のリレーには 79 年卒の橋本(H 本先輩)さん、81

年卒の土屋さん(T屋君)を指名させていただきます。 

 

 

リレー随想 今井 政光（81 年卒） 
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＜2012 年９月１４日＞ 遠くの彼岸から、生涯現

役を目指している OBもいることをお伝えします。 

当地で三年働き、Silicon Death Valley で生き残

りを賭けて、Work-out の日々をすごしてきました

が、二カ月前の全損事故の傷も癒え、就労査証の

2015年末までの延長を米国政府に申請したところ

です。そこで、リハビリのつもりで、車で三十分の

ところにある Los Gatos Rowing Club,  

www.lgrc.org に先週から入会し、Adult 

Competition Sweep Program で Eight の Bow 

sheet に座って早朝五時半から二時間ほど週に四日

(火水木土)漕ぎ始めました。三杯のエイトとニ艇の

付きフォア、数杯の SSを並べていきなり 2000米の

タムトライアル、モータボートのコーチからレート

を指定されながら、殆んど休憩も入れずに三本,週に

二度ほど行います。初めは嘔吐しそうでしたが、少

しずつ一年のブランクを埋めつつ有ります。目指す

は十月から十一月にかけて行われる加州のヘッドレ

ースと HOC(Head of the Charles river in Boston)

で、選抜クルーが出槽するようです。 

US women eight は、先のロンドン五輪でも連続

優勝を続けていましたが、このクラブ出身のオリン

ピック選手は三名ほどいるそうです。当地でも常時

女子エイトとフォアが練習しており、日本の男子並

のスピードで漕ぎます。乗艇前のアップは、四十台

ほどのエルゴマシーンを 4000mほど全員でレートを

指定してガンガン漕いで目を覚ましてから、湖に出

ます。面白いことには、艇の離岸時には足蹴りはせ

ず全員座って、静々と手で船台に平行に出て行きま

す。立命館大学と同じです。 

公私ともに闘いが続きますが、大いにできるだけ

長く、深く楽しんでみたいと思います。 

＜2013 年 5 月 3 日＞ ２Km、七分を切るために

コーチ付きっきりで、週４回エイトを漕ぎ続けて半

年。最近取り組んでいるのは、Bending Oar more at 

the catch to be synchronizing。処方として、各ポジ

ションのクラッチの高さを指定されました。 

私を含めて、Cワッシャー１枚高すぎとの指摘。

Ergo でも、最大負荷からベントカーブの立ち上げに

注力し、それを最小負荷まで維持する練習を、コー

チを背後にして繰り返します。これにより、見違え

るほどキャッチで水が捕まり、Find suspension in 

the very early moment at the catch and bend out 

at the finish が可能となります。Body early rising 

も押さえられ、気持ち良く Body swingが可能となり

ます。ただし、ファイナルの内調周りの処理に高度

の技術が必要になります。これで、水平に引ければ、

驚く程艇速が伸びます。バランスは、正確かつ強い

ストロークで自然に取れると考えていて、日本のよ

うな、ライトパドルによる、バランス調整は無駄と

している様です。彼らの洞察と追求には頭が下がり、

日々目から鱗が落ちる思いで興味が付きません。無

しペアによる２KmのSeat Raceで技術の巧拙とパワ

ーが露出してしまいます。Seat Selection に納得せ

ざるを得ません。31才の若輩と７番シートを競って

いましたが、パワーで負けてバウに回されています。

更に技術を磨き、奪還を目指しています。加州に昇

る朝日を浴びて、船台に戻りつつ、これらの多く

Know-howを現役諸君や OBの皆さんに伝授して、理

工ボート部の全日本と世界制覇を夢見ています。 

＜2013 年 6 月 15 日＞ 最近のエルゴの発見は、

以前にも記述したことがあるかもしれませんが、To 

find suspension by bending your oars at very 

beginning of the catch into the water, のポイント

を陸上で会得するために、負荷最大から最小まで変

化させて、Work curve の立ち上がりを確認しなが

ら、レートの上げ下げを行います。非常に負荷が高

い上に、高度な技術が必要になりますが、乗艇だけ

でこのキーテクニックをエイトで揃えるのは至難で

あります。当地の LGRC の 140名のジュニア漕手か

ら選抜した対抗軽量級エイトが全米選手権を数年ぶ

りに、三連覇を狙うサンフランシスコのマリンクラ

ブを二千メートルレースで六分六秒で二秒差を付け

て優勝し、慶賀の至りです。このクルーは予選でも

六分を切って最速記録を更新しています。彼らの中

から、大学の奨学金を得てオリンピッククルーへ進

むものが 40年のクラブの歴史で 5名いるそうです。 

その選手層の厚さが、全米選手権大会で、マスタ

ーズは二千メートルで七分を軽々切り、高校生は六

分を切り、大学生は五分半を可能にしています。全

米を制した我がジュニア漕手を身近で日々観察して

みると、背は高いですが軽量級の体格は日本のバレ

ーボールの高校総体選手なみで、マスターで一緒に

漕いでいる 190センチを越える大男に較べると親近

感を感じます。 

それでも何故、高校生クルーがエイトで六分をた

った二年ほど短期間で切れるようになるのか、それ

はコーチングがプロフェッシナルであるからと洞

察しています。今後これを解明して、理工ボート部

の再興に寄与できれば、望外の幸せです。 

 

Rowing Technologist in Si Valley 

T. Yonehara（77 年卒） 
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早慶レガッタ運営委員会 

委員長 太中 稔（90 年卒・稲門艇友会） 

拝啓 益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平成２５年４月２１日に隅田川にて開催された第

８２回早慶レガッタは、広告掲載をいただきました

皆様からのご支援と関係各所のご協力により無事終

了することができ、関係者一同深く感謝しておりま

す。本大会では、従来３０００ｍであった対校エイ

トと第二エイトのレース距離を３７５０ｍに延伸し、

新大橋上流（両岸は中央区・江東区）からスタート

してゴールの桜橋上流（両岸は台東区・墨田区）に

至るまで、カーブに富んだ、川で行うマッチレース

としてより魅力のあるコースが実現いたしました。 

 さて、第 83 回大会につきましては、前回同様の

コースで平成 26 年 4 月 13 日（日）に開催する運び

となりました。明治 38 年の第１回大会から数えて

実に 100 年を越す伝統ある大会となり、また昭和 53

年に 17 年振りに隅田川への復帰を果たして以来 37

年目を数えます。今や「早慶レガッタ」は、隅田川

の春の風物詩として、「桜」「花火」といった年間行

事と並び称せられるようになりましたが、近年では、

東京都、警視庁、墨田区、台東区、（独）水資源機構

をはじめとする関係諸官庁、諸団体との関係もより

深まり、本大会は隅田川でのレースを通じて水資源

の大切さを訴える重要な位置づけにもございます。 

 そのような中年々観客も増加し、大会規模の拡大

や観戦環境充実が求められる一方で、入場料収入が

無いために、運営費用の大きな部分を大会プログラ

ムの広告収入に頼っている状況にあります。つきま

しては、是非広告を掲載させて頂ければと存じます。

不躾ではございますが、趣旨をご理解の上何卒ご協

力ご支援を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。 

敬具 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

早稲田大学理工漕艇部 OB 会（碧水会） 

会長 鳥羽 博司（75 年卒） 

日頃から、OB 会活動にご理解、ご協力いただき

ましてありがとうございます。 

我が早大理工漕艇部も、2011 年に創部５０周年を

迎え、改めて活動の充実を図っているところです。 

そうした中、早稲田大学漕艇部・稲門艇友会との

関係の再構築の一環として、昨年度の第８２回大会

から改めて早慶レガッタへの各種協力を再開し、皆

様のご協力を頂いて、大きな評価を得ています。 

つきましては、第８３回大会に関しましても、以

下の支援を行いたいと考えていますので、皆様のご

協力をお願いいたします。 

 

１） プログラムへの広告協力   

（詳細は、プログラム広告費に関する資料参照） 

 本来、申込み枠は２万円からですが、「碧水会」

独自に、１万円（1/16）、５千円（1/32）の枠を設け

て受け付けています。 

２） 個人協賛金 7,000 円 （卒年・氏名のみ） 

広告とは違って、一覧に名前がのるだけです。 

３）前日・当日のモーターボートと運転手支援 

４）当日の水上警備・陸上警備・施設要員支援 

＜広告費・支援金振込先＞ 

三菱東京 UFJ 銀行 高田馬場支店 普通口座 

0542113 早大理工ボート部 OB 会 

 

注（重要）：会費などとの区別のため、振込人名称

の後に、WK と必ず入力願います。 

申込み登録フォーム：

http://my.formman.com/form/pc/TNR0o7XWgEfPcclQ/ 

問い合わせ先：早稲田大学理工漕艇部 OB 会 

総務委員会 hekisuikai-somu@freeml.com 

 

第８３回 早慶対校競漕大会 

（早慶レガッタ）開催に伴う 

プログラム広告掲載のお願い 

第８３回 早慶対校競漕大会 

（早慶レガッタ）開催に伴う 

各種支援のお願い 

http://my.formman.com/form/pc/TNR0o7XWgEfPcclQ/
mailto:hekisuikai-somu@freeml.com
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広報副委員長 山住 市郎（69 年卒） 

昭和４４年卒の平地富安さんが蕎麦処「富安」カ

フェ「オリーブの樹」を開店します。場所は小田急

線新百合ケ丘で、開店日は平成 25 年 12 月 11 日で

す。開店に先立ち 6 月 30 日（日）と 11 月 29 日（金）

に同期と先輩高見さん同行により試食会を行いまし

た。理工ボート部のＯＢ各兄は同期の親睦と蕎麦パ

ーティに是非ご利用下さい。 

連絡先  〒215-0012 川崎市麻生区東百合丘 4-31-6 

TEL044-567-6025    携帯 090-9824-4363 

小田急線新百合ケ丘からバス又はタクシー利用。 

 

 

 

 

総務副委員長 小寺 浩二（85 年卒） 

１） 名簿整備について 

 現在、住所不明の方の名前一覧です。ご存じの方

がおられましたら、総務委員会まで、お知らせ下さ

い。（E-mail：hekisuikai-somu@freeml.com） 

63:吉井滋,斎藤欣二,山田潔,小泉達也,小倉卓

雄,66:細田彰,仲田戒昭,八木沢秀記,鈴木啓太

郎,68:西山宏明,大川揚子雄, 69:吉村寿一,70:堤 

敏幸,71:榎島信二,72:佐々木則夫,坂本雄二,73：岩

崎陽一,吉沼登志雄,本田優,74：永原優,後藤幸和,

高橋陵二,小林秀紀,柳沢孝行,乙崎清,葛西淑和,大

見修,熊切秀雄,大石良一,長尾光男,75:荒木聡,78:

金子尚弘,石黒敦,川畑正二,小池斎,堤英輔,79:沢野 

勝己,片平俊介,80:久保孝,83:宮下訓,84:森園信二,

久保村知昭,85:高木隆,87:日比野俊行,小森田哲也,

竹内尚,廣田雅一,澤田滋,照山竜生,88:岡村信之,金

田安生,江藤誠,桜井健二,秋道高志,倉田浩,村山敏

宏,佐竹丈二,唐木英行,和田秀雄,加藤秀明,馬場正

博,89:熊田浩,大内潔,藤田俊明,宮沢徹,90:三原明,

木村(杉田）陽子,森川聡,92:吉岡誠二,錦戸宏司,93:

廣松平,94:朝井欣哉,藤原省悟,内海孝之,岩持潤一,

志水祐,前田益尚,長沼隆治,林一樹,95:菊地慎一,荒

木克洋,山下雄一,佐藤宏,西松研,渋井健,杉原秀典,

西村利幸,石山輝久,96:中丸隆二,岡芹美織,貝森(加

賀谷)昌美,97:松本匡司,石橋正邦,内野豊臣,広脇 

雅美,荒川訓子,豊田祐子,98:笹島剛,大関美穂,杉野 

荘介,糟谷裕輔,長井足日,西村美雪,寺前寛子,小松 

久美子,小又いずみ,99:錦織智,船津大介,新家道泰,

深田治,田口昌弘,00:高野潤子,白波瀬(小川)奈々,

椿みのり,01:渡辺恵子,長崎孝彦,對木大介,02:井上 

雄一郎,河野直美,梶村宏一,中川昌子,梅田静恵,03:

花輪由紀子,青木由香,04:山本佳嗣,名波谷英行,池

田真実,05:小川敦史,柴田章広,林田(佐原)理香子,

佐藤美佳,06:小川(高島）明日未,都築漁人,07:尾藤 

文美, 12:林勇輝,13:川崎祥子  

２） 今後の日程 

１月 11日（土） 初漕ぎ（埼玉県艇庫） 

   19日（日） マシンローイング大会（戸田） 

２月 ９日（日） 戸田ロングレース 

   16日（日） 室内ボート競漕大会（横浜市） 

３月 29-30日  お花見レガッタ 

４月 ６日（日） 横浜市民ボートレース 

   13日(日)  早慶レガッタ 

 

 

 

催事委員長 土屋 信之（81 年卒） 

2014 年の初漕ぎは、以下の日程で開催されます。 

新年を、初漕ぎから始めましょう。                                  

日時：2014年 1月 11日（土）午後 1時～午後３時 

場所：埼玉県戸田コース・埼玉県艇庫（懇親会） 

内容：午後１時 ～ 自由乗艇 

  午前２時  ～ 新春お楽しみレース（仮） 

  午後３時  ～ 懇親会（埼玉県艇庫２階） 

出欠登録：こちらのサイトからお願いします。 

http://densuke.biz/list?cd=VYztAZZqKVzUzG6C 

 

 

 

財政・会計委員長 池田 和夫（75 年卒） 

本会の会費は、毎年１万円。原則として、前納制

となっております。できる限り、2013年 12月中に

納入をお願いします。また、できるだけ自動振替の

手続きをお願いいたします。毎年１２月の引落です。 

 

普通口座 0542113 早大理工ボート部 OB 会 

蕎麦処「富安」・カフェ「オリーブの樹」 

初漕ぎの御案内 

総務委員会からのお知らせ 

会費納入のお願い 

＜会費振込先＞ 

三菱東京UFJ 銀行  

高田馬場支店 

mailto:hekisuikai-somu@freeml.com
http://densuke.biz/list?cd=VYztAZZqKVzUzG6C

